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実施計画
３年間の計画をローリング

基本構想
R8～R17

基本計画
前期 R8～R12
後期 R13～R17

　前期基本計画では、「将来人口」と「地域幸福度」の達成に向け、前期５年間で特に重要性や緊急性が高く、先行的・
優先的な投資が必要な取り組みを前期重点プロジェクトとして定めます。プロジェクトは、各施策を重点的・分野横断
的に集約し、まちづくりを牽引するための重点的な取り組みを示したものです。

市民参加型のワークショップや市民・学生ア
ンケートなどを通して、皆さんのご意見をお
聴きしながら、計画を取りまとめました。

３層構造で
できています

■募集期間／８月１日㈮～ 20日㈬
■ 閲覧場所／市ホームページ、政策企画課（市役所３階）、
市民ホール（市役所１階）、各コミュニティセンターなど

■ 提出方法／意見とともに、住所・氏
名・電話番号を記入の上、持参・郵送・
FAX・メール・電子申請のいずれかで
提出してください（様式は任意）。

計画全体の詳細は、市ホーム
ページをご確認ください。

３つの前期重点プロジェクト

募
集

　育み、学びたい！
　「ひと」プロジェクト

１	結婚・子育てを応援する環境づくり
２	未来を創造する力を育む教育環境づくり
３	生涯を通じて学び、活躍できる環境づくり

１ ２

３

将来像、基本目標など、まちづくり
の基本的な方向性を示します。

基本構想の実現に向け、重点プロジェ
クト、基本目標ごとの施策を示します。

基本計画で定めた施策を実現するため
の具体的な事務事業を、個別計画との
整合を図りながら別途策定します。

　稼ぎ、創り出したい！
　「なりわい」プロジェクト

１	市民所得が向上する産業基盤づくり
２	地域価値を創造するデジタル環境づくり
３	国内外をターゲットにした米沢ファンづくり

新たな総合計画に写真を
掲載しませんか？

「#いいよねよねざわ」のタグを付けて、
インスタグラムで市内で撮影したあなた
の自慢の写真を投稿してください。詳細
は市ホームページをご確認ください。

　住み続け、守りたい！
　「くらし」プロジェクト

１	雪・災害に強く自然と共生する安全な地域づくり
２	快適なインフラ整備とまちのにぎわいづくり
３	全ての人に安心を届ける医療・福祉環境づくり
４	持続可能な地域コミュニティと行政の仕組みづくり

米沢市電子申請
まちづくり総合計画（案）

※このほか基本計画には施策ごとにさまざまな取り組みを掲載しています。

 まちづくり総合計画はどんな計画なの？ どのように計画を作ってきたの？

皆さんのご意見をお寄せください

■ 提出先／〒992-8501	米沢市金池５丁目2-25	
米沢市政策企画課 FAX 22-0498 seisaku-ka@city.
yonezawa.yamagata.jp

前期基本計画の中身は？
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■問合せ／政策企画課企画調整担当☎ 22-5111

　皆さん、まちづくり総合計画を知っていますか？これは本市の最上位計画として、市政を運営する基本的な考
え方を示すものです。現行の計画期間が今年度で終了することから、今後 10年間の新たな計画の策定を進めて
いますので、皆さんのご意見をお寄せください。

　人口減少の抑制を図りつつ、持続可能で成熟したまちを創り上げるため、本市に関わる全ての人が「しあわせ」を実感
できるまちを目指し、さまざまな循環によって、地域全体に「しあわせ」が広がる効果的・効率的なまちづくりを実現します。
　学園都市の強みを踏まえ、官民の連携をより一層進めることで産業の振興や地域の課題解決に取り組むとともに、豊かな
自然や歴史・文化の中で、子どもから高齢者まで幅広い年代の人々が、性別、国籍、障がいの有無などに関わらず、共に学び、
支え合いながら活躍する新しい「学園都市」をつくり、みんなが「しあわせ」を実感できる「よねざわ」を目指します。

２つの重要目標達成指標

　計画の最も重要な成果として、人口減少のスピードを緩やかにし、持続可能なまちを創ること、そして、人口が減少して
も市民一人ひとりが幸福を実感できるまちを創ることが求められます。このことから、２つの重要目標達成指標を設定します。

実績（令和２年国勢調査）

81,252人
目標（令和 17年）

７万人程度

　計画期間中、人口減少は避けられません。国立社会保障・
人口問題研究所による推計人口では、令和17年に67,000
人程度、令和 32年に 53,000 人程度になる見通しです。
これを受け本市では、結婚・妊娠・出産・子育てに対する
切れ目のない支援と転出者の抑制・転入者の増加に向けた
効果的な施策を実施することにより、人口減少のスピード
を緩め、令和17年に７万人程度とすることを目標とします。

目標（令和17年）

６点以上

※市民アンケート調査の平均点（10点満点）

基準（令和６年調査）

5.87点

　近年、「ウェルビーイング」という言葉が注目されつつ
あり、「持続する幸せ（身体的・精神的・社会的に満たさ
れた状態）」とも訳されます。市民一人ひとりの幸福感を
高めるためには、誰もが暮らしやすいまちづくりを進め、
共に支え合いながら、地域の豊かさや心豊かな暮らしにつ
ながるウェルビーイングなまちを形成し、地域全体の幸福
度を向上させることが重要です。本市では、国が作成して
いる地域幸福度（Well-Being）指標を活用し、目標達成確
認の補完を行っていきます。

地域幸福度（Well-Being）指標の
詳細は、デジタル庁ホームページ
をご覧ください。

目指すべき将来像

『しあわせ 循環 学園都市・よねざわ』
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計画の目標は？

将来人口 地域幸福度

【人口推計シュミレーション】

まちづくり総合計画（案）

よねざわ しあわせビジョン2035
へのご意見をお寄せください
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